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【 は じ め に 】 集 検 喀 痰 細 胞 診 で は 肺 癌 の 他 に

上 気 道 癌 が 発 見 さ れ る 場 合 が あ る 。 今 回 は 要10 

精 検 （ Ｄ 判 定 、 Ｅ 判 定 ） と な り 、 そ の 後 、 肺

扁 平 上 皮 癌 と 上 気 道 癌 が 発 見 さ れ た 症 例 に つ

い て 、 発 生 部 位 等 の 違 い に よ り 検 診 受 診 日 か

ら 癌 確 定 に 至 る ま で に 要 す る 期 間 に 差 が あ る

の か 否 か に つ い て 検 討 し た 。  15 

【 対 象 】 平 成 7 年 ～ 24 年 度 ま で の 18 年 間 に 実

施 し た 住 民 検 診 の 受 診 者 は 延 べ 144,054 件 で 、

要 精 検 と し た 400 件 の 中 か ら 予 後 調 査 に よ り 170

件 の 癌 が 発 見 さ れ た 。 こ の 中 で 、 日 数 が 確 定
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さ れ た 原 発 性 肺 癌 の 扁 平 上 皮 癌 106 件 （ 肺 門 部20 

52 件 、 末 梢 部 42 件 、 部 位 不 明 12 件 ） と 上 気 道

癌 11 件 （ 喉 頭 癌 7 件 、 咽 頭 癌 4 件 ） の 合 計 117

件 ( Ｄ 判 定 30 件 、 Ｅ 判 定 87 件 ) を 対 象 と し

た 。  

【 方 法 】 癌 発 見 状 況 を 精 検 結 果 お よ び 当 施 設25 

で 入 手 し え た 予 後 情 報 を も と に 、 検 診 受 診 日

か ら 癌 が 確 定 さ れ る ま で の 日 数 を 調 査 し た 。

そ れ ら に つ い て 、 発 生 部 位 別 、 進 行 期 別 、 判

定 別 の 比 較 を 行 っ た 。 発 生 部 位 別 で は 肺 扁 平

上 皮 癌 を 肺 門 部 と 末 梢 部 、 上 気 道 癌 を 喉 頭 部30 

と 咽 頭 部 に 分 け た 。 ま た 、 進 行 期 別 で は 、 肺

扁 平 上 皮 癌 肺 門 部 と 末 梢 部 に つ い て そ れ ぞ れ

Ⅰ 期 （ 0 期 含 む ） と Ⅱ 期 以 上 と し た 。  

【 結 果 】 癌 確 定 ま で の 期 間 に つ い て 、 肺 扁 平

上 皮 癌 は 、 肺 門 部 I 期 （ 0 期 含 む ) が 平 均 13335 
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日 ( 最 少 24 ～ 最 大 503 日 ) 、 末 梢 部 I 期 が 平 均

204 日 （ 18 ～ 788 日 ) 、 肺 門 部 Ⅱ 期 以 上 が 平 均 136

日 （ 10 ～  786 日 ) 、 末 梢 部 Ⅱ 期 以 上 が 平 均 61

日 （ 10 ～ 157 日 ） で あ っ た 。 喉 頭 癌 は 平 均 466 日

（ 28 ～  1378 日 ） 、 咽 頭 癌 は 平 均 369 日 （ 47 ～ 70840 

日 ) で あ っ た 。 癌 が 確 定 さ れ る ま で の 平 均 日

数 は 、 肺 扁 平 上 皮 癌 よ り も 上 気 道 癌 の 方 が 長

か っ た 。 Ｌ ｏ ｇ  Ｒ ａ ｎ ｋ 検 定 で も 有 意 差 が

認 め ら れ た （ Ｐ =0.0064 ） 。 判 定 別 で は 、 Ｄ 判

定 が 平 均 180 日 （ 22 ～ 790 日 ) 、 Ｅ 判 定 が 平 均 16545 

日 （ 10 ～ 1378 日 ) で あ っ た 。  

 

【 ま と め 】 癌 確 定 症 例 で は 、 発 生 部 位 や 進 行

期 に よ っ て 発 見 ま で の 期 間 が 異 な っ て お り 、

中 に は 長 い 経 過 を た ど る 症 例 も み ら れ た 。 ま50 

た 、 判 定 別 で は 、 Ｅ 判 定 よ り も Ｄ 判 定 の 方 が

長 い 期 間 を 要 し て い た 。 一 回 の 精 密 検 査 で 異
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常 が 認 め ら れ な か っ た 場 合 で も 、 上 気 道 の 精

査 や 十 分 な 経 過 観 察 を 継 続 し て 行 う こ と が 重

要 で あ る と 思 わ れ た 。  55 


